
線路脇管理用地防草対策 高架下防草対策

概　要
　カタマ®SP（スペシャル）は、鉄鋼スラグ特有の潜在水硬
性（水と反応して自ら固まる性質）を活用したバラス舗装材
で、適量の散水と重機による転圧を行うことにより、徐々に
固化が進行する。
　通常砕石のバラス舗装と比較すると、強度、耐久性が向上
するため、車両の走行はスムーズな状態が継続し、河川護岸
天端の管理用道路や林道、農道等の比較的車両交通量の少な
い道路への適用に効果的。また、固化による防草効果がソー
ラー発電所、遊休地、中央分離帯等の草刈り負担を軽減した
い箇所で有効性を発揮する。

固まるメカニズム
　カタマ®SP は、高炉水砕スラグが製鋼スラグのアルカリ刺
激を受け、シリカ（Si）、アルミニウム（Al）が水分に溶け出し、
製鋼スラグから溶け出すカルシウム（Ca）とポゾラン反応
を起こして石灰シリカアルミナ（CaO-Al2O3-SiO2-nH2O）
系水和物を生成して、粒子間隙をつないでいくのと同時に粒
子間空隙を充填して固結する。
　また、水中の過剰なCaイオンが空気中あるいは水中の炭
酸イオンと反応して、炭酸カルシウム（CaCO3）も同時に
生成し固まる。

特　長
・ 材令14日（室内試験）の一軸圧縮強度σ（t=14）≧1.2N/㎟、
修正 CBR≧80％を標準としている。
・ 施工後の降雨による表流水は、コンクリート同様に初期は
やや高い傾向にあるが、表面より炭酸化が進むことにより
1ヵ月程度で pH＜8.0となる。

施工方法
　カタマ®SP を布設した後に散水と転圧を行い、 1～ 2週間
程度の養生で完了となる。具体的には、路床のCBRを 3（％）
以上確保した後、①材料を敷均し→ ②散水（人力等による
散水）→ ③転圧→ ④養生（転圧完了後 1～ 2週間程度）と
いった簡単な施工手順である。

スラグから溶け出したCaと溶け出したイオンが、
溶解したCO2と反応し、炭酸カルシウムと化して、
安定的な物を作る。

② 散 水 ③ 転 圧

④ 養 生 1 週間後の表面固結状況
（経時的に表面が剝離する場合がある）

着 工 前 ① 材料敷均し

施工フロー（林道の舗装例）
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概　要
K-グランドコートは、廃瓦を粉砕・粒度調整して骨材とし、
特殊エマルジョン（水性無機系塗料）と混合して吹き付け固
化させる、常温塗布式の薄層舗装材（透湿性）である。
本製品は、「歩行者と自転車が共存できるコミュニティ道

路を狭小地にも」というコンセプトの下に開発された。歩道帯
の確保が困難な路地裏や昔ながらの街並みを、雰囲気のある土
舗装風のコミュニティ道路へと変化させることが可能である。
「いしかわエコデザイン賞2012」受賞の他、石川、大阪、
岐阜、静岡、島根のリサイクル認定製品である。

適用箇所
●歩行帯・自転車通行帯・スクールゾーン等
視認性を高め、車道を走る車のドライバーへの注意喚起に
つながる。また、舗装材として良好な歩行感を有する。
●歩道・自転車道
近年では歩道と自転車道を分けることが推奨されており、
当該箇所の視認性向上にも最適である。
●車道や坂道にも適用可能
優れた耐久性とグリップ性により、車道や坂道にも適用可
能である。コンクリートのスロープ等ですべり止め効果が
期待できる。
他、遊歩道、園路、駐車場、広場、歩道橋、建築物の外構等。
アスファルトだけでなくコンクリートにも使用可能である。
塗布量は1.8kg/㎡であり、厚さにすると約1.5～2.0㎜程度
となる。

特　長
●視認性が良い
瓦の土本来の色が、アースカラーで優しい色合いであり、
景観性を高めつつ歩行帯等を際立たせる。
●路面温度上昇を防ぐ
瓦の多孔質が持つ断熱効果により、夏場の路面温度上昇を
抑制し歩行者環境を改善（アスファルト舗装等と比べ屋内
自社試験で最大14.5度、屋外自社試験で最大8.2度抑制）。

サーモグラフィー試験状況
（アスファルトの上にK-グランドコートを塗布）

●高いすべり抵抗値
すべり抵抗基準が従来技術より高く、安全性向上につなが
る（本技術のすべり抵抗基準BPN70以上、従来技術および
通常新設舗装のBPN60以上）。
●耐久性に優れる
透湿性があるため、下地からの水分を通し、フクレ・ハガ
レが発生しにくい。道路標示用塗装規格を満たす耐久性を
有する他、骨材自体が有色であるため、紫外線などによる
退色がない。
●カラーバリエーション
赤、黒、ベージュ等アースカラーの多様なバリエーション
を有し、瓦の風合いによる景観性も良好である。本製品に
顔料を加えた姉妹品「K-グランドコートカラー」も併用可。
●高い施工性と経済性
ハケやスプレーガン等で塗布する方式。ごく小規模の工事
で既存舗装がリフレッシュ。アンダーコート等の下地処理
工程が不要なため、従来技術よりも安価に施工できる。
●環境性
従来埋め立てられていた廃瓦を、40～60%再利用したリサ
イクル製品である。

施工例 山中温泉地内コミュニティ道路 施工例 日比谷公園

K-グランドコート経年状況 白線よりも耐摩耗性が高い
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